
研究成果の社会実装に向けた活動紹介
〜ImPACTの事例より〜

慶應義塾⼤学⼤学院システムデザイン・マネジメント研究科
⽩坂 成功



内容

• ImPACTプログラム︓オンデマンド即時観
測が可能な合成開⼝レーダ衛星システム

• スタートアップによる社会実装決断後
• Synspective社の創業
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ImPACTプログラム
オンデマンド即時観測が可能な
合成開⼝レーダ衛星システム
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背景︓合成開⼝レーダ（SAR）とは

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 

世の中の代表的な地球観測衛星は
⼤きく2種類

ASNARO-1衛星
出典︓経済産業省HP
http://www.meti.go.jp/

SAR衛星の特徴

だいち2号
出典︓⽂部科学省HP
http://www.mext.go.jp/

光学衛星は
夜間は観測不可

気象衛星ひまわりによる地球上の雲の様⼦
出典︓気象庁HP http://www.jma.go.jp/

SAR衛星は
雲を透過して
観測する事が
可能（地球の被
雲率は約50%
を超える）

SAR衛星は夜間
でも観測が可能

光学衛星 SAR衛星

Ø光学カメラは⾊を捉える、
SARは形状を捉える

ØSARは夜間や雲があっても観
測が可能

観測⽅式︓
太陽光が対象物に
あたり反射した
光を検出し画像化

観測⽅式︓
⾃ら電波を対照物
に向けて発射し、
反射した電波を
検出し画像化

光学
カメラ

合成開⼝レーダ
Synthetic Aperture 
Rader（SAR）
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解決すべき社会的課題等
⾃然災害の発⽣等の緊急対応をするためには、周辺領域を含めた状況の把握が必要であるが、
現在は情報収集が⼗分であるとは⾔いがたい。国⺠の安全をより確かなものとするために、
⾬天・強⾵・夜間でも、⾃然災害等の緊急対応時に、被災地周辺領域を含めた状況を速やか
に把握可能とすることが必要である。

オンデマンド即時観測 が可能な 合成開⼝レーダ 衛星システム

災害発⽣からなるべく早く
状況把握のため観測を実施

光学カメラでは実現不可能な
全天候対応・昼夜問わない観測が可能

広域の同時状況把握に
最適な衛星による地球観測

研究開発構想
災害等の緊急時対応に⾼い効果を発揮するオンデマンド即時観測

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 
災害発⽣後10時間以内に、災害情報を関係機関に提供
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⽬標性能

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 

重量 : <100kg級, 空間分解能 : 1m
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スタートアップによる社会実装の決断後
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社会実装を決めて変わったこと
• ユーザー価値の再認識

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 
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現状の地球観測衛星の評価軸
空間分解能 時間分解能

⼤型衛星

⼩型衛星
（コンステレーション）

高

低

低

評価軸の⾒直し

高

災害のために必要な評価軸（ユーザー価値に直接つながる評価軸）は
“即時性（Responsiveness）”.
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現状の地球観測衛星の評価軸
空間分解能 時間分解能

⼤型衛星

⼩型衛星
（コンステレーション）

高

低

低

評価軸の⾒直し

高
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新たな評価軸
↓

⼟俵を新たにつくることに繋がる



評価軸の⾒直し
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即時性

撮像

発⽣

ダウン
リンク

情報化

フレッシュネス=データの鮮度

情報提供

⼈が災害が起きたことを認識
どこを撮像するかを⼈⼯衛星に指⽰
⼈⼯衛星が上空に来て撮像

災害発⽣



評価軸の⾒直し
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災害発⽣

IoTセンサ、SNS解析を活⽤した
状況⾃動認識

• ⾃律化機能を活⽤した⾃動撮像
• On-board Deep Learningを使

った状況情報⾃動抽出

災害情報の
ダウンリンク

⼈⼯衛星の“エッジ化“と、地上のIoT技術、情報処理技術を活⽤すること
でこれまでにない”即時性”という特徴を持たせる。新たな研究項⽬も発⽣



社会実装を決めて変わったこと
• ユーザー価値の再認識
• スピード重視
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想定スケジュール

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 
14

2016 2017 20222019 2018 2020 2021 2023 
ImPACT資⾦による開発フェーズ

外部資⾦による開発フェーズ

実⽤フェーズ

2024 
軽量化
検討

SARとバスの結合
（インテグレーション）

軌道上実証

地上実証

衛
星
シ
ス
テ
ム

フライト可能
モデル製造

軽量化検討

地上実証

設計検証
モデル評価等

設計検証モデル評価等
（⼀部のバス機器）

地上
実証

出資元との調整 フライト可能
モデル製造

（全バス機器）

SA
Rシ
ス
テ
ム

実⽤機開発
JV等によるSARデータ利⽤ビジネスの拡⼤

実⽤

実⽤機
打上げ

ImPACT開発の実証機
⽬標重量︓120kg

１年の前倒し︕︕
そのために性能は諦めて良しとする︕

研究者は喜ばない決断 重さはこだわらない



社会実装を決めて変わったこと
• ユーザー価値の再認識
• スピード重視
• ユーザー中⼼
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利⽤者開拓を考えると
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SARデータを使い慣れている
災害対応研究機関ならデータ
を渡せばOK

初めてSARデータを使うユー
ザーにこのデータを渡して利
⽤可能なのか︖もち

ろん
NG

データを処理して、ユーザー
の必要な情報に変換するとこ
ろまで実施することが必要︕

SARデータ解析可能なメンバ
ーおよび組織を追加



Synspective社の創業
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ImPACT⽩坂プログラムの成果を活⽤し、社会実装を担うベンチャー
企業、株式会社Synspectiveを2018年2⽉に設⽴。既に200億円弱の
資⾦を⺠間から調達済み。現在、社員185⼈強、28カ国のメンバー。

株式会社Synspective 会社概要

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 
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ImPACT⽩坂プログラムの多くのメンバーと連携し、経験豊富な技術
者・経営陣が融合し、グローバル市場で挑戦するスタートアップとし
て創業。

株式会社Synspective リーダーシップ

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 
20

経営者探しに6ヶ⽉、合意までに3ヶ⽉を要した



2020年中にSAR衛星実証機「StriX-α」を打上げるとともに、他社衛
星データ等を利⽤したSaaS提供を開始。世界中のどの場所の変化／
災害であっても、3時間以内に状況分析結果を提供できる情報インフ
ラ構築を⽬指す。

株式会社Synspective紹介 ロードマップ

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 
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20242020 202X

現在、3機打ち上げ。4機目以降準備中



ソリューション
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企業向けソリューション︓
現状把握から予測へ

• ⽣産活動の効率化
• 他社業績の予測／ベンチマーク
• コモディティの世界⽣産量把握

政府向けソリューション︓
インフラ管理から都市計画へ

将来ソリューション︓
サステナブルな社会へ

• インフラ建設と不正の監視
• 都市／インフラ計画の最適化
• プロジェクト管理の国際標準化

• 災害発⽣中のインフラ等状況監視
• 救命活動／復興⽀援
• 環境保全／監視

再⽣可能エネルギー

資産管理／物流

鉱物資源開発

スマートシティ

インフラ開発／投資

防災／減災

環境保全／監視



Design the future!
www.sdm.keio.ac.jp

日吉駅前 協生館


